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平成16年度子育て支援センター利用者数(平成17年2月1日現在)
芳恭一■ �� 唸+ﾒ� ��

鱗二÷三､-?㌔ ��S��r�360人 鼎Y�r�93人 ��妬�r�456人 
＼薄If㌢~~ �148 �33��34 都2�182 鼎�"�

･二三㌧,6月予 �186 鼎#B�61 ��3r�247 鉄c��

凍､､…--:㌔ ��コ�440 鉄��119 �#3b�559 

二■海月∴. �167 鼎���48 ��#��215 鉄3��

上組三三､~. �140 �3C��45 ���r�185 鼎S��

･鳩希う- �134 �3���44 ���b�178 鼎3B�

湖※敢;:㌔ �123 �#�2�23 鉄��146 �3C��

一2月+ �127 �3�B�25 田B�152 �3c��
･硝 �����268 �3��77 ��S��345 

計 �1,480 �2ﾃCッ�407 涛s��1,887 釘ﾃCcB�

町の人口推移と将来人口推計(単位:人､%)

･区分､ 剌Z民基本台帳(各年4月1日現在) 

平成12年 兌ﾙ�ﾃ�9D��平成14年 兌ﾙ�ﾃ�YD��平成16年: 

総人口 �13,237人 ��2ﾃ�s��12,994 ��"ﾃ��B�12,865 

三0-I斗歳 �1,850人 ��ﾃss��1,724 ��ﾃc�2�1,623 

うち0-5歳 田S)�ﾂ�656 田#R�635 田3R�

うち6-11歳_ 都3��ﾂ�666 田sr�646 田CR�

･15｢∵64歳 �8,996人 唐ﾃイ��8,728 唐ﾃSsB�8,538 

65歳以上 �2,391人 �"ﾃCS��2,542 �"ﾃcSr�2,704 

㌻0-5歳人口比率､ �4.9% 迭���4.8 釘纈�4.9 

6⊥-11歳入日比率 �5.6%. 迭���5.2 迭���5.0 

区強 剞ъv人口(各年4月1日現在) 
平成17年 兌ﾙ�ﾃ�吋��平成19年 兌ﾙ�ﾃ#�D��平成21年… 

総人口､ �12,844人 ��"ﾃss"�12,745 ��"ﾃccR�12,635 

0-14歳､ �1,633人 ��ﾃc#b�1,631 ��ﾃc32�1,622 

うち0-5歳､ 田#Y�ﾂ�640 田���592 鉄Sr�

うち6-1､1歳 田c��ﾂ�654 田ィ�683 都#b�

･15-64歳. �8,429人 唐ﾃ3�R�8,174 唐ﾃ�#R�7,896 

≦65歳以上 �2,782人 �"ﾃイ��2,940 �2ﾃ��r�3,117 

;0-5歳人口比率､ �4.9% 迭���4.8 釘縒�4.4 

ミ6-11歳人口比率､ �5.2% 迭���5.4 迭紕�5.7 
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出
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さ
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と
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～
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進
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い
ま
す
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本
来
'
結
婚
や
出
産
は
､
個
人
の

価
値
観
や
生
き
方
に
､
子
ど
も
の
養

育
や
教
育
は
各
家
庭
に
基
づ
-
も
の

で
す
が
､
ま
た
子
ど
も
は
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と
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れ
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を
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す
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-
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携
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岐
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迎
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連
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ザ
ー
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憩
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取
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ザ
ー
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セ
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ー
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｢
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え
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よ
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で
す
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と
い
う
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け
先
が
あ
る
安
心
感
は
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子
育
て
中

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
き
な
も
の
で

す
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今
年
度
は
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と

し
て
利
用
予
定
の
事
務
室
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
｡

来
年
度
は
セ
ン
タ
ー
事
業
内
容
を

検
討
す
る
委
員
会
を
立
ち
上
げ
､
仕

組
み
の
検
討
な
ど
を
行
い
､
実
施
に

向
け
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
｡
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お
い
て
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育
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の
手

伝
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を
し
た
い
方
｣
と
｢
子
育
て
の
手

助
け
を
し
て
ほ
し
い
方
｣
が
会
員
に
な

り
互
い
に
助
け
合
い
活
動
す
る
組
織
｡
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子育てに関する住民アンケート結果報告
I,,A.--;I./9.-;,｣=;;/-:.;;-<■; 啖�8ｼb2� �� 

就学前児童用 冰��x,�.h.��GｩW｢陝���715 釘�09 鉄r�#�R�

就学時用 �348 �3#��鼎偵C�R�

中高生用 �257 涛b��3r紊�R�

Q.保育サービスの利用希望は?

A. ｢利用したい｣平日は約50%､土曜40%強､田祝は20%強
ファミリーサポートセンター　その他

0%　　　　20%　　　40%　　　60%　　　80%　　1 00%

(ほぼ毎週利用　Ej月1-2回利用　国利用したくない　由無/誤回答

Q.中･高校生の結婚観は?

A. ｢結婚したい｣中･高校生共に70%以上

｣)

0%　　　20%　　　40%　　　60%　　　80%　　1 00%

■ぜひ結婚したい　　Ejできるだけ結婚したい　　圏できれば結婚したい

b結婚はしたくない　　圏わからない

Q.将来､子どもを持つことに対してイメージは?

A.中･高校生共に｢自分の亨どもはかわいいと思う｣

当然､子どもを持って育てたいと思う

自分の子どもはかわいいと思う

老後が安心できる

子育てを通して人間として成長できる

親の期待に応えられる

子どもはわずらわしい

お金や手間がかがノ､負担が大きい

社会がどうなるかわからないので､子どもの将来が心配

わからない

0%　　　20%　　40%　　60%　　80%

子どもを持つことのイメージについて､ ｢自分の子どもはかわいいと思う｣
との回答が中･高校生共に最も高く､次いで｢当然､子どもを持って育て

たいと思う｣ ､ ｢子育てを通して人間として成長できる｣といった子育て

について前向きに捉えている様子が伺えました｡

町では､ ｢町次世代育成支援地域行動計画｣策定に備え､住民の皆さん
の子育てに関する実態や要望･意見などを把握するため､就学時前児童(0
-5歳)と小学生(1-6年生)の保護者を対象に､アンケート調査を行

いました｡

また､次世代を担う中･高校生が｢結婚観｣や｢子どもを持つこと｣に
どのような意識をもっているかを把握するため､中高生用調査も実施しま
した｡アンケート結果を抜粋してお知らせします｡

普段子どもの世話をしているのは､就学前､就学児童と
も｢母親が主｣が90%以上と高く､ ｢父親が主｣は就学前

児童では0.7%､就学児童では2.2%になっています｡

Q.東急時､保護者の対応は?

A. ｢緊急時､子どもの面倒がみられないことがあった｣約30%

子どもが病気などで学校等を休んだ時､やむを得ない事情で､面倒をみ
られない時の対処方法として｢家族や親族･知人等が子どもの面倒をみた｣
との回答が最も多く､ ｢子ども連れで出勤･家事をした(在宅勤務を含む)｣

｢子どものみで留守番をした｣ ｢有料サービスの利用した｣ ｢保育所の一時

保育､ファミリー･サポートセンター事業等を利用した｣などの回答が

続きます｡
また､緊急時子どもを預けた場合の国難度について､困難(非常に困難､
困難､どちらかというと困難)と回答した方は､ 57.6%となっており､緊

急時に安心して子どもを預けることは､なかなか難しいという現状が伺え
ます｡

Q.子どもの数､現実と理想は?

A.理想は｢3人｣､現実は｢2人｣｡

その理由は､経済的な問題が大きい｡

金がかかるから

家が狭いから

仕事に差し支える

社会環境が悪いから

夫婦の生活が大切

高齢出産はいや

育児に耐えられない

健康上の理由

欲しいができない

配偶者の協力ない

配偶者が望まない

定年時に末子の成人

その他

無/誤回答

33.1　持つつもりの子どもの人数が

32.5　理想の数より少ない理由につい

て｢子育てや教育にお金がかか

りすぎるから｣と経済的理由を
あげる人が最も高くなっていま
37･4す｡次いで､ ｢子どもがのびの

び育つ社会環境ではないから｣

｢高齢で産むのはいやだから｣
｢自分の仕事に差し支えるから｣

などの理由が続いています｡

■就学前児童

ヨ就学児童

0%　　　20%　　　40%　　　60%　　　80%　　1 00%
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委員会委員長･新教育長が就任
教育行政の組織および運営に関する法律の規定に基づき､次のとおり町

教育委員会委員長に内田史郎氏､教育長に沼田文一氏が選任されました｡

また､次のとおり教育委員会委員の選任等がありましたのでお知らせします｡

【問合せ】教育課　℡83-7023

ふみかず

沼田　文一教育長

(69歳)

教育委員会委員一覧

教

委員長 �>�68讖��平成16年12月18日委員再任 平成16年12月20日委員長就任 

委員長 侘9$ｨ﨓�ｲ�平成16年12月20日 
職務代理者 刪ﾏ員長職務代理者就任 

委員 �ｩYI*��平成13年12月20日委員就任 

委員 �(i�ｨ脂�2�平成17年2月10日委員就任 

教呑長 傲�69[h爾�平成16年12月18日委員再任 平成17年1月27日教育長就任 

｣ノ

Q.子育てしやすいまちづくりに望むことは?

｢子どもを安心して遊ばせられる場が欲しい｣との要望摘い

安全な道路がない

ベビーカー移動が不自由

遊ばせられる場所がない

預かってくれる人がいない

経験者と知り合えない

親自身が友達を作れない

子ども連れに冷たい視線

子ども連れに公の理解ない

犯罪被害の心配

その他

特にない

無回答

0%　　　　　20%　　　　40%　　　　60%

｢安心して子どもを遊ばせられる場所がないこと｣が52.

8%で最も高く､次いで｢子どもが安全に通れる道路がな
いこと｣など安全･防犯面や子育て環境についての要望

が多く見られました｡

ていきます!

町次世代育成支援地域行動計画

平成15年7月16日に｢次世代育成支援対策法｣が公布､

施行されました｡この法律の中では､将来を担う子ども

たちの育成･支援を行うために､全ての自治体が行動計

画を策定することが義務付けられています｡

(平成27年3月31日までの時限立法)

現在､町でも､平成17年度から平成21年度まで取り組む､

次世代育成支援対策に関する基本的方向性や目標を総合

的に定めた｢松田町次世代育成支援地域行動計画｣を策

定中です｡

町の将来像は､町の基本理念でもある｢環境をまもり､

連携するまちづくり｣､すなわち緑と清流の豊かな自然と

地域の安全､活力ある産業や文化が一体となった松田の　■-′

環境を守り､整え､人と地域が連携した生き生きと暮ら

せるまちづくりを目指すものでもあります｡

この計画では､豊かな自然環境と､そこに暮らす人々

が向き合い､支えあうことによって､時代に羽ばたく子

どもたちのさわやかな笑顔がみられる｢子育て･子育ち｣

を目指し､進めていきます｡

次世代育成支援の課題

①住民意識の変化と少子化の進行への

対応

②子どもの人権尊重や子どもの視点から

の取り組み

③次代の親づくりと親育ち機会の確保

④社会全体による支援の促進

⑤すべての子どもと家庭への支援

⑥地域における社会資源の効果的な活用

①サービスの質の確保･向上

町
で
は
､
平
成
元
年
か
ら
3
年
間

｢
生
涯
学
習
モ
デ
ル
町
｣
　
の
指
定
を

受
け
'
生
涯
学
習
ま
ち
づ
-
り
推
進

体
系
な
ど
の
基
礎
が
作
ら
れ
､
積
極

的
な
生
涯
学
習
の
推
進
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
｡
し
か
し
､
バ
ブ
ル
経
済

崩
壊
以
降
の
財
政
悪
化
等
に
よ
-
､

活
発
な
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
現
状

が
あ
り
ま
す
｡

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
､
昨
年
度
に
引

き
続
き
｢
原
点
に
た
ち
か
え
っ
て
｣

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
振
-
近
-
な
が
ら
､
町
内
外
の
優

れ
た
実
践
に
学
ん
で
き
ま
し
た
｡

こ
の
大
会
で
は
､
ま
ず
､
町
の
生

涯
学
習
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
1
 
1

名
の
方
々
が
教
育
委
員
会
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
｡

次
に
'
寄
祭
噂
子
保
存
会
､
寄
中

学
校
､
ち
ぎ
-
絵
サ
ー
ク
ル
'
大
寺

宮
地
い
き
い
き
活
動
ク
ラ
ブ
､
神
山

自
治
会
生
涯
学
習
カ
ラ
オ
ケ
教
室
の

5
団
体
に
よ
る
実
践
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
｡
演
奏
や
歌
､
画
像
を
使
っ

た
発
表
な
ど
'
各
団
体
か
ら
熱
心
な

活
動
状
況
が
伝
わ
る
発
表
に
皆
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
｡

最
後
に
､
さ
ら
な
る
活
動
内
容
の

充
実
に
向
け
生
涯
学
習
推
進
委
員
会

か
ら
､
こ
の
2
年
間
の
活
動
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
｡

こ
の
中
で
は
､
委
員
会
の
開
催
や

生
涯
学
習
の
現
状
を
把
撞
す
る
た
め

の
8
種
に
及
ぶ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

実
施
､
推
進
大
会
運
営
な
ど
'
皆
さ

ん
が
持
つ
生
涯
学
習
へ
の
意
見
･
要

望
の
多
様
化
に
よ
る
難
し
さ
を
抱
え

な
が
ら
も
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進

め
て
き
た
様
子
が
伺
え
ま
し
た
｡
大

会
の
詳
細
は
｢
学
び
の
広
場
｣
等
で

紹
介
さ
れ
ま
す
｡

こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
､
今
後

も
町
の
生
涯
学
習
活
動
は
前
進
し
て

い
き
ま
す
｡
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
｡

～
平
成
1
6
年
度
生
涯
学
習
推
進
大
会
行
わ
れ
る
～

2
月
5
日
(
土
)
､
平
成
1
6
年
度
生
涯
学
習
推
進
大
会
が
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
展
示
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
｡
平
成
元
年
に
国
･
県
の
｢
生
涯
学
習
モ
デ
ル
町
｣
の
指
定
を
受
け
､
基
礎
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
か
ら

早
1
 
6
年
｡
昨
年
に
引
き
続
き
､
原
点
を
振
り
返
り
つ
つ
､
今
後
の
町
の
生
涯
学
習
の
あ
り
方
を
考
え
る
大
会

と
な
り
ま
し
た
｡

【
問
合
せ
】
　
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
　
℡
8
3
-
7
0
2
1
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地方分権の時代､地方公共団体自らが監査機能の充実･強化を図り
地方行政に対する住民の皆さんの信頼を高めていく取り組みが各地で
進んでいます｡

｢住民監査請求｣は､町の住民の皆さんが町長等執行機関や職員に
よる公金の支出､財産の管理､契約の締結等の財務会計上の行為が違
法または不当であると認める時､このことを証明する書面(議事銀､
新聞記事､写真等)を添えて監査委員に監査を求め､必要な措置を講
ずべきことを請求するものです｡
この度､地方自治法第242条第1項の規定に基づき､寄テニスコー

トの土地賃貸借料の支出について松田町職員措置請求書(以下記載)
が提出され､監査を行いました｡その結果についてお知らせします｡

【問合せ】庶務課庶務班　℡83-1221

平成17年3月1日

行政監査機能を充実し

住民との信頼を高め打!

【
措
置
請
求
の
概
要
】

な
っ
た
た
め
'
平
成
1
 
3
年
度
は
6
 
0
万
円
､
平
成
1
 
4
年
度
以
降

は
年
間
1
2
0
万
円
の
委
託
料
を
町
か
ら
受
け
取
っ
て
い
る
｡

こ
の
支
出
が
自
然
休
養
村
管
理
委
託
料
で
あ
り
､
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
が
使
え
な
-
な
っ
た
影
響
が
波
及
し
た
も
の
で
あ
る
｡

【
監
査
の
結
果
】

松
田
町
　
日
高
康
弘
氏

平
成
1
 
6
年
1
 
2
月
1
 
5
日

措
置
請
求
書
に
記
述
さ
れ
た
内
容
お
よ
び
平
成
1
 
7
年
1
月
1
 
9
日
に
実
施
し

た
請
求
人
へ
の
意
見
陳
述
に
お
け
る
補
足
事
項
'
追
加
提
出
さ
れ
た
証
拠
書

類
に
基
づ
-
措
置
請
求
へ
の
要
旨
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
｡

Ⅲ
松
田
町
唯
一
の
『
寄
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
』
は
平
成
1
 
3
年
1
 
0
月
1
日
よ
り
閉
鎖

さ
れ
､
全
-
使
用
で
き
ず
テ
ニ
ス
愛
好
者
は
不
便
と
我
慢
を
強
い
ら
れ
て
い

る
｡
ま
た
今
後
も
使
用
で
き
る
見
通
し
も
な
い
｡

こ
の
閉
鎖
期
間
に
か
か
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
用
地
の
土
地
賃
借
料
が
､
3
年

半
分
(
平
成
1
 
6
年
分
を
入
れ
る
場
合
)
　
で
総
額
約
1
7
4
万
円
が
不
当
に
支

払
わ
れ
､
ま
た
支
払
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
｡
予
算
書
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
借

地
料
と
し
て
計
上
さ
れ
､
支
出
さ
れ
て
い
る
が
､
実
態
に
お
い
て
目
的
外
支

出
で
あ
-
､
全
く
の
無
駄
金
で
あ
る
｡

こ
れ
は
､
行
政
側
の
財
産
管
理
を
怠
る
事
実
に
起
因
す
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
｡

ほ
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
用
地
の
土
地
賃
貸
借
契
約
は
'
平
成
3
年
4
月
1
日
､
国

お
よ
び
7
名
の
土
地
所
有
者
の
間
で
平
成
1
 
3
年
3
月
3
 
1
日
ま
で
の
1
 
0
年
間
の

貸
付
期
間
で
締
結
さ
れ
た
が
､
こ
の
う
ち
-
名
の
地
権
者
は
'
当
初
契
約
の

時
点
か
ら
更
新
契
約
を
望
ま
ず
'
他
の
6
名
の
契
約
書
と
異
な
-
､
更
新
の

条
項
を
削
除
す
る
と
共
に
代
替
地
の
条
項
を
加
え
た
契
約
と
な
っ
て
い
る
｡

平
成
1
3
年
3
月
､
1
地
権
者
と
の
契
約
が
期
限
切
れ
と
な
っ
た
が
'
期
限

切
れ
後
に
テ
ニ
ス
大
会
が
予
定
さ
れ
て
い
た
た
め
'
平
成
1
 
3
年
9
月
ま
で
の

6
か
月
の
契
約
延
長
の
了
承
を
得
た
が
'
そ
の
後
の
3
年
半
は
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
は
機
能
し
て
い
な
い
｡

㈲
多
-
の
愛
好
者
の
熱
烈
な
要
望
も
あ
-
､
そ
の
後
も
担
当
課
長
･
次
長
や

助
役
'
数
人
の
議
員
も
仲
介
に
入
-
'
代
替
地
案
に
よ
る
用
地
交
渉
が
行
わ

れ
､
地
権
者
が
納
得
す
る
案
も
あ
っ
た
そ
う
だ
が
､
最
終
的
に
町
長
が
折
衝

に
乗
り
出
し
た
と
き
の
や
り
取
-
が
事
態
の
解
決
を
一
層
困
難
に
し
た
と
言

わ
れ
て
い
る
｡

㈲
措
置
請
求
書
に
記
述
し
た
第
三
セ
ク
タ
ー
㈲
み
や
ま
の
里
に
対
す
る
施
設

管
理
委
託
料
が
'
年
間
約
1
 
3
万
円
と
あ
る
の
は
､
請
求
者
の
誤
り
で
あ
-
訂

正
す
る
｡

㈲
み
や
ま
の
里
は
､
平
成
1
2
年
度
ま
で
年
間
約
1
2
0
万
円
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
使
用
料
収
入
が
あ
っ
た
が
､
平
成
1
 
3
年
1
 
0
月
以
降
､
収
入
が
無
-

し
た
が
っ
て
､
違
法
若
し
-
は
不
当
に
支
出
さ
れ
た
額
は
'

借
地
料
1
7
4
万
円
と
委
託
料
4
2
0
万
円
の
合
計
5
9
4
万
円
と
な
る
｡

(
平
成
1
 
6
年
度
も
支
出
さ
れ
た
と
き
の
計
算
)

こ
の
よ
う
な
事
態
は
､
一
に
掛
っ
て
行
政
の
財
産
管
理
を
怠
る
事
実
に

起
因
す
る
｡

㈲
い
ず
れ
に
し
ろ
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
用
地
を
使
え
ぬ
ま
ま
放
置
L
t
住
民
の

熱
い
願
い
を
叶
え
ず
､
土
地
交
渉
を
打
ち
切
る
な
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
担

う
町
長
の
責
任
放
棄
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
､
不
当
な
支
出
を
是
正
L
t
若

し
-
は
怠
る
事
実
を
改
め
'
町
長
に
対
し
平
成
1
 
5
年
度
に
支
出
し
た
年
間

借
地
料
相
当
額
4
9
2
ー
6
3
9
円
の
公
費
返
還
と
平
成
1
 
6
年
度
に
予
定
さ

れ
て
い
る
公
費
支
出
の
差
し
止
め
を
求
め
て
'
町
の
被
っ
た
損
害
を
補
填

す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
請
求
す
る
｡

本
件
措
置
請
求
に
つ
い
て
監
査
し
た
結
果
は
'
合
議
に

よ
-
次
の
よ
う
に
決
定
し
た
｡

請
求
人
の
主
張
す
る
怠
る
事
実
と
そ
れ
に
伴
う
公
金
返

還
お
よ
び
そ
の
後
の
公
金
支
出
の
差
し
止
め
請
求
は
､
理

由
が
な
い
も
の
と
認
め
る
｡

よ
っ
て
､
町
長
に
対
す
る
措
置
の
必
要
を
認
め
な
い
｡

以
下
､
事
実
関
係
の
確
認
お
よ
び
関
係
人
に
対
す
る
事

情
聴
取
を
踏
ま
え
た
判
断
に
つ
い
て
述
べ
る
｡

な
お
､
関
係
人
に
対
す
る
事
情
聴
取
に
お
い
て
は
'
本

件
請
求
に
か
か
る
地
権
者
と
の
交
渉
記
録
等
の
保
存
も
な

-
証
拠
書
類
の
提
出
も
無
か
っ
た
こ
と
か
ら
'
聴
取
し
た

事
項
を
総
合
的
に
勘
案
L
t
判
断
し
た
こ
と
を
申
し
添
え

る
｡

Ⅲ
　
町
は
'
平
成
3
年
4
月
1
日
寄
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
用
地

の
土
地
賃
貸
借
契
約
を
7
名
の
地
権
者
と
の
間
で
締
結
し

た
｡
(
な
お
'
国
と
の
有
償
に
よ
る
賃
貸
借
契
約
は
'
平

成
6
年
7
月
2
 
9
日
で
あ
る
｡
)
　
7
名
の
地
権
者
と
の
契
約

期
間
は
､
平
成
1
 
3
年
3
月
3
 
1
日
ま
で
の
1
 
0
年
間
で
あ
っ
た
｡

こ
の
う
ち
-
名
の
地
権
者
は
当
初
契
約
時
よ
り
更
新
契
約

を
望
ま
ず
､
他
の
6
名
の
地
権
者
の
契
約
内
容
と
異
な
り
'

更
新
の
条
項
を
削
除
す
る
と
と
も
に
代
替
地
の
条
項
を
加

え
た
契
約
と
な
っ
て
い
る
｡

価
　
平
成
1
 
3
年
3
月
3
 
1
日
の
契
約
期
間
の
終
了
前
後
は
'

町
担
当
職
員
に
よ
る
契
約
延
長
の
協
力
要
請
を
行
う
一
方
､

同
年
3
月
日
日
㈲
み
や
ま
の
里
の
役
員
会
に
お
け
る
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
運
営
継
続
の
決
定
'
ま
た
､
3
月
2
 
6
日
の
地
元

議
員
4
名
と
の
協
議
を
受
け
て
､
町
長
自
ら
が
3
月
軍

2
 
8
日
の
両
日
､
地
権
者
宅
を
訪
問
し
契
約
延
長
を
要
請
す

る
な
ど
､
町
当
局
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
継
続
運
営
に
向
け
て

懸
命
の
努
力
を
行
な
っ
て
い
た
事
実
が
確
認
さ
れ
た
｡

こ
の
結
果
､
テ
ニ
ス
大
会
の
行
事
予
定
に
つ
い
て
地
権

者
の
理
解
が
得
ら
れ
'
平
成
1
 
3
年
9
月
3
 
0
日
ま
で
の
6
ケ

月
間
の
契
約
延
長
の
了
承
を
得
て
い
る
｡

持
　
こ
の
時
期
に
併
行
し
て
､
契
約
条
項
に
記
さ
れ
て
い

る
代
替
地
案
の
検
討
も
行
な
わ
れ
'
複
数
の
地
元
議
員
に

ょ
る
仲
介
も
あ
り
､
平
成
1
 
3
年
1
 
2
月
か
ら
1
 
4
年
1
月
頃
に

｣
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は
'
寄
地
区
で
3
件
日
の
代
替
地
案
で
交
渉
が
行
な
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
'
何
れ
も
地
権
者
の
希
望

す
る
条
件
に
合
わ
ず
､
交
渉
不
成
立
に
終
わ
っ
て
い
る
｡

㈲
　
平
成
1
 
4
年
1
 
2
月
頃
､
複
数
の
議
員
と
地
権
者
と
の
話
し

合
い
に
よ
り
'
再
度
､
地
権
者
の
要
望
す
る
代
替
地
案
が
町

当
局
に
寄
せ
ら
れ
､
当
該
案
件
に
つ
い
て
町
担
当
職
員
･
助

役
が
交
渉
に
当
っ
て
い
る
が
'
当
代
替
地
に
つ
い
て
は
､
道

路
設
置
の
必
要
性
や
第
三
者
所
有
の
家
屋
　
(
空
家
)
　
が
存
在

す
る
等
の
問
題
が
あ
り
､
行
政
側
に
お
い
て
法
律
的
な
対
応

が
出
来
な
い
と
の
結
論
に
達
し
､
交
渉
不
成
立
と
な
っ
て
い

る
｡
請
求
人
が
'
｢
地
権
者
の
納
得
す
る
案
も
あ
っ
た
そ
う
だ

が
､
理
事
者
の
と
こ
ろ
で
立
ち
消
え
た
｣
と
申
し
立
て
て
い

る
代
替
地
案
は
'
当
該
案
件
と
推
測
さ
れ
る
が
､
関
係
人
の

証
言
等
か
ら
'
町
長
自
ら
が
最
終
的
な
交
渉
に
当
た
っ
た
と

い
う
事
実
は
無
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
｡

㈲
　
さ
ら
に
､
平
成
1
 
5
年
1
 
2
月
頃
､
上
述
の
議
員
よ
り
新
た

な
代
替
地
案
の
情
報
が
町
長
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
､
当
代

替
候
補
地
に
つ
い
て
'
行
政
側
の
対
応
が
可
能
か
ど
う
か
の

検
討
や
当
時
よ
-
宅
地
開
発
予
定
の
土
地
で
あ
る
た
め
'
今

後
の
具
体
的
な
開
発
計
画
に
基
づ
-
造
成
費
の
見
積
､
区
画
'

地
積
等
が
明
確
に
な
る
ま
で
保
留
し
､
土
地
の
評
価
額
､
面

積
等
の
具
体
案
を
持
っ
て
地
権
者
に
里
示
し
､
交
渉
を
成
功

さ
せ
た
い
と
の
町
長
の
考
え
か
ら
'
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
時

か
ら
現
在
ま
で
地
権
者
に
対
し
て
も
行
政
の
対
応
を
保
留
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
｡

こ
の
点
に
関
し
て
は
､
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
再
開
を
願
う
住
民

の
声
を
受
け
て
地
権
者
と
の
協
議
を
重
ね
'
貴
重
な
情
報
を

寄
せ
て
く
れ
た
行
政
側
と
の
仲
介
人
で
あ
る
議
員
諸
氏
の
労

苦
を
無
駄
に
す
る
恐
れ
も
あ
る
ば
か
-
か
'
地
権
者
に
対
す

る
行
政
側
の
姿
勢
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
思
慮
す
る
｡

少
な
く
と
も
'
情
報
を
受
け
た
直
後
に
担
当
職
員
に
指
示

し
､
当
該
情
報
を
前
向
き
に
検
討
す
る
旨
を
伝
え
る
な
ど
､

代
替
地
問
題
の
早
期
解
決
に
向
け
て
の
行
政
側
の
積
極
的
な

姿
勢
を
示
し
､
地
権
者
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る

必
要
が
あ
る
と
判
断
す
る
｡

射
　
こ
れ
ら
の
経
過
等
を
総
合
勘
案
す
る
と
､
町
当
局
は
1

地
権
者
と
の
土
地
交
渉
の
解
決
を
図
る
た
め
､
平
成
1
 
3
年
9

月
3
 
0
日
の
土
地
賃
貸
借
契
約
期
間
の
終
了
以
降
､
既
に
6
件

の
代
替
地
案
を
も
っ
て
交
渉
に
当
-
'
結
果
的
に
双
方
の
合

J

意
が
得
ら
れ
ず
3
年
半
近
-
の
長
期
に
及
ん
で
い
る
も
の
の

継
続
的
に
交
渉
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
｡

ま
た
､
今
後
も
'
地
権
者
に
対
し
て
具
体
的
な
交
渉
姿
勢

を
示
し
て
い
な
い
も
の
の
､
仲
介
人
で
あ
る
議
員
を
通
し
て

の
再
交
渉
に
向
け
て
準
備
中
で
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
､
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
再
開
に
向
け
て
の
交
渉
は
引
き
続
き
行
な
わ
れ
る

も
の
と
認
め
ら
れ
る
｡

し
た
が
っ
て
､
請
求
人
の
主
張
す
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
用
地

を
放
置
L
t
交
渉
を
打
ち
切
る
な
ど
の
責
任
放
棄
と
言
わ
れ

る
よ
う
な
怠
る
事
実
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
い
｡

な
お
､
先
に
述
べ
た
一
連
の
土
地
交
渉
が
行
な
わ
れ
て
い

る
最
中
'
平
成
1
 
5
年
3
月
議
会
お
よ
び
平
成
1
 
6
年
9
月
議
会

に
お
け
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
関
連
の
一
般
質
問
に
対
す
る
｢
交
渉

断
念
｣
と
の
町
長
回
答
は
'
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
で
の
当
面
の
交

渉
案
件
に
つ
い
て
は
断
念
し
た
と
の
含
み
の
あ
る
発
言
で
あ
っ

た
と
解
さ
れ
る
が
､
議
会
議
事
録
に
記
録
さ
れ
る
こ
と
は
勿

論
'
｢
松
田
町
議
会
だ
よ
-
｣
　
の
発
行
に
よ
っ
て
住
民
に
周

知
さ
れ
る
こ
と
で
も
あ
り
'
誤
解
を
招
か
な
い
た
め
に
も
'

慎
重
か
つ
丁
寧
な
発
言
を
持
っ
て
議
会
に
臨
む
よ
う
要
望
す

る
｡
ま
た
､
請
求
人
は
'
上
記
土
地
交
渉
の
行
な
わ
れ
て
い
る

期
間
に
お
け
る
国
及
び
他
の
6
名
の
地
権
者
に
対
す
る
土
地

賃
借
料
の
支
払
い
は
､
不
当
な
公
金
支
出
で
あ
る
と
し
て
平

成
1
 
5
年
度
に
支
出
し
た
4
9
2
.
6
3
9
円
の
公
費
返
還
及
び

平
成
1
 
6
年
度
の
公
費
支
出
の
差
し
止
め
を
主
張
し
て
い
る
が
､

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
用
地
の
契
約
は
'
平
成
3
年
4
月
1
日
の
当

初
契
約
よ
り
適
法
か
つ
適
正
賃
料
を
基
に
土
地
賃
貸
借
契
約

が
締
結
さ
れ
､
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
運
営
の
継
続
を
前
提
に
し
て

契
約
書
の
更
新
条
項
を
適
用
し
'
平
成
1
3
年
4
月
1
日
更

新
契
約
を
締
結
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
'
正
当
な
契
約
の
基

に
正
当
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
賃
借
料
で
あ
る
こ
と
｡
ま
た
'

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
再
開
に
際
し
て
は
必
要
不
可
欠
な
用
地
確
保

で
あ
り
'
先
に
述
べ
た
町
当
局
の
代
替
地
交
渉
が
継
続
し
て

い
る
以
上
､
不
当
な
公
金
支
出
と
は
認
め
ら
れ
な
い
｡

し
た
が
っ
て
'
町
長
に
対
す
る
土
地
賃
借
料
に
相
当
す
る

公
費
返
還
と
平
成
1
 
6
年
度
の
公
費
支
出
の
差
し
止
め
を
措
置

す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
判
断
す
る
｡

S
　
請
求
人
は
'
平
成
1
 
7
年
1
月
1
 
9
日
の
意
見
陳
述
に
お
い

て
､
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
閉
鎖
に
伴
い
発
生
し
た
第
三
セ
ク
タ
ー

㈲
み
や
ま
の
里
に
対
す
る
自
然
休
養
村
管
理
委
託
料
に
つ
い

て
も
､
上
記
土
地
賃
借
料
と
同
様
に
行
政
の
財
産
管
理
を
怠

る
事
実
に
起
因
す
る
不
当
な
公
金
支
出
と
申
し
立
て
て
い
る

･
ー
ノ
)

が
､
第
三
セ
ク
タ
ー
㈲
み
や
ま
の
里
に
対
す
る
管
理
委
託
料

支
出
の
正
当
性
に
つ
い
て
は
'
設
立
の
経
緯
等
を
含
め
以
下

の
と
お
-
述
べ
る
｡

町
は
'
平
成
8
年
3
月
ま
で
寄
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
'
寄
み
や

ま
運
動
広
場
'
寄
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
'
ふ
れ
あ
い

農
園
の
各
施
設
を
町
(
生
涯
学
習
課
お
よ
び
産
業
観
光
課
)

が
直
営
で
管
理
し
て
い
た
が
'
よ
-
効
率
的
な
運
営
管
理
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
8
年
4
月
第
三
セ
ク
タ
ー
㈲
み
や

ま
の
里
を
設
立
し
'
管
理
を
委
ね
る
こ
と
と
し
た
｡

当
時
は
､
旅
館
業
を
営
む
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
と

ふ
れ
あ
い
農
園
の
収
支
状
況
は
､
均
衡
す
る
も
の
と
判
断
し
､

一
方
う
　
み
や
ま
運
動
広
場
は
広
域
避
難
場
所
と
し
て
の
性
格

も
有
L
t
当
初
か
ら
採
算
の
と
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
判
断

さ
れ
た
｡
そ
こ
で
自
然
休
養
村
施
設
の
管
理
を
委
ね
る
折
'

収
益
性
の
高
い
寄
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
加
え
て
'
寄
地
区
の
施

設
全
体
で
収
支
均
衡
を
図
-
､
町
と
し
て
は
無
償
に
よ
る
管

理
運
営
業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
た
｡

し
か
し
､
平
成
1
 
3
年
1
 
0
月
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
閉
鎖
に
よ
っ

て
､
年
間
約
1
2
0
万
円
の
利
用
料
収
入
を
失
う
こ
と
は
'

同
社
の
経
営
を
存
続
の
危
機
に
立
た
せ
､
町
が
委
託
し
て
い

る
施
設
管
理
が
円
滑
に
行
な
わ
れ
な
い
危
供
が
生
じ
た
こ
と

か
ら
'
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
利
用
料
収
入
に
見
合
う
も
の
と
し
た

年
額
1
2
0
万
円
の
有
償
の
委
託
契
約
を
締
結
し
'
平
成
1
 
5

年
度
ま
で
の
2
年
半
で
3
0
0
万
円
の
管
理
委
託
料
を
支
出

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
｡

そ
こ
で
'
㈲
み
や
ま
の
里
と
は
､
何
の
た
め
に
設
立
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
か
を
問
う
た
時
'
当
然
｢
公
の
施
設
｣
　
で
あ

る
自
然
休
養
村
の
各
施
設
の
管
理
運
営
を
目
的
と
し
て
､
第

三
セ
ク
タ
ー
方
式
に
よ
-
設
立
さ
れ
'
町
が
6
 
0
%
の
出
資
を

行
い
地
方
自
治
法
第
2
4
4
条
の
2
第
3
項
規
定
に
よ
り
公

の
施
設
の
管
理
を
委
託
す
る
こ
と
の
で
き
る
法
人
で
あ
る
こ

と
｡
基
本
的
に
は
自
治
体
の
意
志
に
沿
い
'
事
業
の
公
共
性
維

持
を
前
提
と
し
た
上
で
収
支
改
良
を
行
な
う
法
人
で
あ
る
こ

と
｡
第
三
セ
ク
タ
ー
法
人
が
十
分
な
公
共
的
貢
献
を
果
た
す

た
め
に
は
､
施
設
の
性
質
上
営
利
だ
け
を
追
求
す
る
だ
け
で

な
-
'
公
共
性
と
の
双
方
の
性
格
を
兼
ね
備
え
て
'
公
の
施

設
の
管
理
運
営
を
行
な
い
'
自
然
休
養
村
の
各
施
設
が
'
住

民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
利
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
｡

ま
た
､
町
は
､
支
配
株
主
と
し
て
㈲
み
や
ま
の
里
が
公
益

性
を
図
り
な
が
ら
'
利
用
者
の
た
め
'
従
業
員
の
た
め
'
出

資
者
の
た
め
に
適
切
な
助
言
を
行
い
'
町
の
大
切
な
財
産
で

あ
る
自
然
休
養
村
の
各
施
設
が
最
大
限
有
効
利
用
さ
れ
､
住

民
の
福
祉
の
増
進
に
貢
献
す
る
責
任
が
あ
る
こ
と
｡

こ
れ
ら
の
性
格
を
有
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
法
人
㈲
み
や
ま

の
里
が
年
間
約
1
2
0
万
円
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
利
用
料
収
入

を
失
っ
た
こ
と
は
'
真
に
自
然
休
養
村
の
各
施
設
の
公
共
性

維
持
が
困
難
と
な
る
と
の
判
断
の
も
と
に
､
条
例
及
び
条
例

施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
､
有
償
の
管
理
委
託
契
約
を
締

結
し
て
支
出
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
､
適
法
か
つ
正
当
な
公

金
支
出
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
｡

し
た
が
っ
て
'
請
求
人
が
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
閉
鎖
に
伴
い

発
生
し
た
自
然
休
養
村
管
理
委
託
料
も
行
政
の
財
産
管
理
を

怠
る
事
実
に
起
因
す
る
不
当
な
公
金
支
出
で
あ
る
と
言
う
申

し
立
て
は
認
め
ら
れ
な
い
｡

松
田
町
長
に
関
す
る
措
置
請
求
に
つ
い
て
､
監
査
し
た
結

果
は
以
上
の
と
お
-
で
あ
る
｡

○
終
わ
り
に

本
件
措
置
請
求
の
監
査
を
通
し
て
町
長
に
対
し
次
の
こ
と

を
要
望
す
る
｡

松
田
町
寄
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
再
開
に
向
け
て
の
土
地
交
渉

は
､
交
渉
開
始
よ
り
相
当
の
長
期
に
及
ん
で
お
-
､
地
権
者

や
関
係
す
る
議
員
と
密
接
な
協
議
を
重
ね
､
行
政
の
責
任
に

お
い
て
早
期
に
解
決
を
図
ら
れ
た
い
｡

特
に
､
町
長
の
も
と
に
保
留
さ
れ
て
い
る
交
渉
案
件
は
'

地
権
者
と
の
仲
介
役
と
し
て
努
力
し
て
い
る
議
員
か
ら
の
貴

重
な
情
報
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
､
地
権
者
に
対
し
て
行
政
側

の
対
応
の
意
志
表
示
が
仝
-
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
｡
ま
た
'

そ
の
後
も
仲
介
役
で
あ
る
議
員
と
の
協
議
事
項
等
に
つ
い
て

の
情
報
も
仲
介
役
任
せ
の
状
態
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
｡

町
長
は
行
政
側
の
最
高
責
任
者
で
あ
-
､
土
地
交
渉
の
早

期
解
決
へ
の
配
慮
は
も
と
よ
-
､
土
地
交
渉
解
決
の
裏
に
は

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
再
開
の
見
通
し
､
㈲
み
や
ま
の
里
の
経
営
危

機
の
回
避
な
ど
の
行
政
上
の
難
問
も
解
決
に
向
か
え
る
等
の

配
慮
に
欠
け
て
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
｡

し
た
が
っ
て
'
保
留
し
て
い
る
土
地
交
渉
案
件
を
も
っ
て
'

可
及
的
速
や
か
に
地
権
者
と
の
交
渉
に
当
り
'
そ
の
交
渉
の

経
過
(
結
果
)
　
に
つ
い
て
､
平
成
1
 
7
年
3
月
3
 
1
日
ま
で
に
報

告
書
と
し
て
提
出
さ
れ
た
い
｡

※
請
求
人
の
住
所
･
職
業
'
関
係
人
の
氏
名
'
請
求
書
に

添
付
さ
れ
た
事
実
証
明
書
は
省
略
し
た
｡
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交通事故ゼロの町

居て:･･･1-｢.I-;芸鮮昼DU

弱者の人権
＼-/

/

ヽ,__′ノ

～弱い者が身を守るために～

児童虐待､いじめ､子どもが巻き込まれる犯罪の多発など､青少

年や子どもなど､弱い立場の人たちの人権が守られることの大切さ

を改めて考えてみませんか｡

○日　　時　　3月22日(火) 13:30-15:00

0会　　場　　足柄上合同庁舎　2階大会議室

○講　　師　　弁護士　大洋孝征氏(大津孝征法律事務所)

○募集人員　100名

○主　　催　　足柄上地区行政センター

○申込方法　　電話で県民課までお申し込みください｡

保育あり｡ (2歳以上｡ 3月14日までに要予約)

○申込み･問合せ

足柄上地区行政センター県民課

〒258-0021開成町吉田島2489-2

℡83-5111(内線243)､ FAX83-4591

所得税.贈与税の帽と納税はお済みですか? 

所得税.贈与税の申告と納税をお願いします○期限間近になると税務 

署の窓口は大変混雑しますので､申告.相談はお早目にお願いしますo 

また､申告書の提出期限を過ぎますと､加算税や延滞税がかかる場合が 

ありますのでご注意ください○ 

◆所得税の申告と納税は3月15日(火)まで 

◆贈与税の申告と納税は3月15日(火)まで 

◆個人事業者の消費税.地方消費税の申告と納税は 

- 

所得税.贈与税の帽と納税はお済みですか? 

電話や文書などで相手をだまし､金銭の振り込みを要求する詐欺･恐喝事件いわゆる｢振り込

め詐欺(恐喝)｣が横行しています｡被害に遭わないよう､皆さん十分ご注意ください｡

【問合せ】町民環境課　℡83-1225

最近の｢振り込め詐欺(恐喝)｣の手口は､

夫や子ども､孫などを装い､さまざまな理

屈をつけ電話をかけてきます｡犯人は､名

簿等で家族の名前や構成､年齢などの状況
を調べて電話をかけています｡泣き声や話

を心配する｢思い込み｣の心理を利用してきますので､だまされない

よう十分注意して下さい｡

また､ ｢架空請求｣の手口では､はがき･電話.メールなどで､未納の料金を支払わないと

大変なことになると思い込ませ､不安にさせて振り込みを要求しています｡

振り込みを要求する不審な電話等があった時は､まず｢おかしい!｣と思うこと｡振り込む

前に､警察に相談してください｡

<｢振り込め詐欺｣の手口>

★交通事故を起してしまい､すぐ示談金を支払わないと大変と要求

★別れ話から女性にケガをさせてしまった｡今､慰謝料を払わないと

逮捕されると要求

★歩きタバコが子どもの目に当たりケガをさせた｡父親が手術費を振

り込めと要求

★宝くじに当ったが､所得税を払わないといけないのでお金を貸して

欲しいと要求
<｢架空請求｣の手口>

●有料サイト運営業者や債権譲渡を受けたとする請求

●存在しない法令･制度や公的機関の名称を用いた請求

● ｢法務大臣の許可を得た債権回収業者｣を名乗る者からの請求

●財産を差し押さえる､職場や自宅に伺うなどの脅迫的な文言を用いた請求

被害に遭わないために!

被害防止マニュアル

①いったん電話を切り､警察に電話する｡

②すぐに振り込みをしない｡

③一人で判断して行動せず､まずは警察
に相談する｡

④利用した覚えがなければ､払わない｡

⑤相手に連絡しない｡

⑥個人の情報を電話で話さない｡

①日ごろから悪質な手口に乗らないよう
家族で話し合う｡

議
会
に
送
ら
れ
る
も
の
で
す
｡

町
で
は
､
交
通
指
導
隊
や
消
防
団
を
始
め
と
す
る
団
体
を
通
じ
'
交
通
安

全
へ
の
呼
び
か
け
や
取
-
組
み
を
積
極
的
に
行
い
'
一
昨
年
に
引
き
続
き
平

成
1
 
6
年
中
の
町
内
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
件
数
は
ゼ
ロ
と
い
う
成
果
を

挙
げ
て
い
ま
す
｡

今
年
も
皆
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
､
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
町
を
目
指
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
｡

【
問
合
せ
】
庶
務
課
防
災
交
通
班
　
℡
8
3
-
1
2
2
1

2
月
2
日
(
水
)
'
ワ
ー
ク
ピ
ア
横
浜
で
開
催

さ
れ
た
　
｢
平
成
1
 
6
年
度
交
通
安
全
対
策
協
議
会

総
会
｣
　
で
､
松
田
町
が
2
年
連
続
の
　
｢
神
奈
川

県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
長
表
彰
｣
を
受
け
ま

し
た
｡
こ
れ
は
'
交
通
安
全
対
策
の
推
進
に
よ

り
交
通
事
故
防
止
に
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
協

合
で
は
､
こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
歴
代
の
俳
優
･
女
優
が
火
災
予
防
を
呼

び
か
け
た
ポ
ス
タ
ー
を
署
内
に
掲
示
し
て
い
ま
す
の
で
､
見
学
に
お
越
し
く

だ
さ
い
｡

●
実
施
日
時
　
　
　
3
月
1
日
(
火
)
～
3
月
7
日
(
月
)

8
時
3
0
分
　
～
　
1
 
7
時

●
掲
示
場
所
･
問
合
せ
　
足
柄
消
防
組
合
西
消
防
署
本
署

(
旧
南
足
柄
消
防
署
'
南
足
柄
市
怒
田
4
0
-
1
)
℡
7
4
-
6
6
6
3

今
月
1
日
か
ら
7
日
は
､
春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
で
す
｡

～
春
季
火
災
予
防
運
動
実
施
中
～

｢
丸
は
消
し
た
?

い
つ
も
.
4
に
き
い
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今月の行事
おは　な　し会15日､22日､29日の火曜日

子どもコーナー15:30-16:00

休　　館　　日　毎週月曜日､1日～10日蔵書整理　車

点検のため

寄出張所図書館　利用日は月～金曜日13:30-16:00

新着図書
一一■　一　般　書　■-

｢私は産みたい｣

｢モナ･リザ｣ミステリー

野田聖子
北川健次

｢冷たい校舎の時は止まる｣上中下　　辻村深月

｢戦争請負会社｣

｢ヨーロッパ市民の誕生｣

｢頭が痛い｣

｢雪の夜話｣

｢九月が永遠に続けば｣

【今月の1冊】

｢脳はなぜ『,む』を作ったのか｣

前野隆司著

意識とは何か｡意識はなぜあ
るのか｡死んだら｢心｣はどうな

るのか｡動物は､ロボットは心を

持つのか､作れるのか｡心につい

てのギモンに挑んだ本です｡

一一}　児　童

｢12歳からのエゴグラム｣

｢パーラ｣上下

｢バイオニクル｣ 1-4

｢かげまる｣

｢竜太と灰の女王　上下｣

｢ヒットラーのむすめ｣

｢パーティミアス｣ 2

P.W.シンガー

宮島　喬
間中信也
浅倉卓弥

沼田まほかる

善　一-

高橋　久

ラルフ･イ-ザウ

グレッグ･ファーシュティ

央部美智代
松原秀行
フレンチ

ジョナサン･ストラウド

【今月の1冊】

｢うちにあかちゃんがうまれるの｣
いとうえみこ文

おねえちゃんの日から見た､
あかちゃんの誕生｡生まれたて
の命のすぼらしさが写真の中
から伝わってきます｡

*3月は館内の点検整理のために1-10日まで休館

します｡新着図書は12-18日に展示､貸出は19日
からになりますとここに載っているのは購入図書の
一部です｡

*2002年版雑誌(ドライバー､いい旅見つけた､オー

ル読物､アサヒカメラ､ガルヴイ)をリサイクル本棚に

出します｡ (11日以降)
一~■ii⊆十十ヨIll

･すくすく育児相談

1日(火) 9:30-10:30

健康福祉センター

･離乳食講習会

9日(水) 9:45-10:00

健康福祉センター

･ 1歳6か月児健康診査

23日(水) 12:50-13:15

健康福祉センター

･ 1歳児歯科指導教室

25日(金) 9:45-10:00

健康福祉センター

広報　jEフf_i:'
平成17年3月1日

仙 

義 蜜■ 

じ■F-fJ- 

寛淳孝恭英郁勇
孝一良早幸雄人
一~.､　　ー＼　　~~＼　　　~~＼　　　一･一　　　~■■､･-　　-＼

城中城富仲沢城
山里山前町尻山
)　　　　＼　　J　　　　　)　　　　＼　　J　　＼　　J　　＼　　J　　＼　　J

納期限
国民健康保険税(随時l期) 3月31日(木)

【問合せ】国保年金班℡83･1225
※税金等のお支払いは､便利な口座

振替をご利用ください｡

法　　律　　◆ 9:00-ll:00

1日(火)､4月6日(水)

町民文化センター(開館8:30)

※先着6名まで

人権･行政　◆10:00-12:00

15日(火)

町民文化センター第2学習室

甲 ��翠.}:._7-_.≡ ��

日 刹ﾆ者名 劔電話 

1-7 刧褐F沢工務店 劔34-2511 

8-14 刧居a谷管工 劔89-2528 

15-21 刧虚M屋商店 劔83-0100 

22-28 刧居ｼ田設備工業 劔82-0609 

29-31 刧級ﾁ賀設備工業 劔82-4991 

1月16日から2月15日まで受け付け

た方※掲載承諾者のみ(敬称略)

お誕生おめでとう

譲葉芳　義塞
ゆうき

立揮　勇　騎　隆　一　町　屋
そうじろう

野村　給二朗　可　之　中　丸
ゆうと

山岸　夢　斗　勝　一　虫沢田代
こうた

熊谷　航　汰　克　彦　かなん沢

古谷　みらい　成　人　虫沢田代

お悔やみ申し上げます

業　幹　幾~匪
かんいち

弦間　寛　一　76歳　弥勤寺
もりかず

込山　守　一　83歳　仲町屋
ふじお

和田　富士夫　54歳　沢　尻
とし

贋瀬　　敏
みつる

山口　　満
たまえ

岩永　玉　枝

中村　カ　ツ

吉田　カ　ツ
とみかず

露木　富　-
しずこ

弦間　静　子
おおき

森　　大　樹
あきこ

川本　昭　子

内藤　て　る
とみお

武井　富　雄
しょうじ

鍵和田　匠　二

78歳　伸　町

76歳　中　央

76歳　新松田

94歳　町　屋

90歳　伸町屋

78歳　店屋場

70歳　弥勤寺

60歳　神　山

72歳　城　山

93歳　宮　前

76歳　町　屋

81歳　神　山
かずよし

佐野　-　好　53歳　中　丸
まんさく

武田　菌　作　73歳　町　屋
さだお

熊田　定　夫　68歳　弥勤寺

松本　ナ　ミ　86歳　土佐原
ふくえ

瀬戸　福　江　79歳　店屋場

しノ

第
2
 
2
回
は
'
公
民
館
登
録
団
体

｢
松
田
墨
絵
会
｣
　
を
紹
介
し
ま
す
｡

こ
の
会
は
'
教
育
委
員
会
で
開

催
さ
れ
た
講
習
会
が
き
っ
か
け
と

な
り
昭
和
5
 
8
年
に
結
成
し
た
息
の

長
い
サ
ー
ク
ル
で
す
｡
現
在
､
広

-
海
外
で
も
活
動
を
行
っ
て
い
る

指
導
者
の
先
生
の
下
､
5
 
0
代
か
ら

最
高
齢
は
9
 
5
歳
の
方
ま
で
の
会
員

1
 
7
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
｡

主
な
活
動
と
し
て
､
毎
月
2
回

文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
稽
古
､
町
文

化
祭
等
町
行
事
へ
の
参
加
'
会
員

の
親
睦
を
兼
ね
た
ス
ケ
ッ
チ
旅
行

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
｡

墨
絵
(
水
墨
画
)
は
､
筆
と
墨
を

使
い
､
風
景
や
人
物
な
ど
を
和
紙

に
措
-
も
の
で
す
｡
最
近
は
､
さ

ま
ざ
ま
な
色
の
顔
料
が
あ
る
の
で
､

複
数
の
色
を
使
っ
て
鮮
や
か
な
花

を
措
い
た
り
も
し
ま
す
が
'
基
本

的
に
は
単
色
､
墨
の
濃
淡
で
表
現

し
ま
す
｡
先
生
の
用
意
し
て
-
だ

さ
る
見
本
も
あ
り
ま
す
が
'
特
に

決
ま
り
は
な
-
'
そ
れ
ぞ
れ
が
措

き
た
い
物
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
｡

和
紙
に
措
-
た
め
､
墨
の
に
じ

み
方
や
色
の
出
方
が
普
通
の
画
用

紙
に
措
-
時
と
は
異
な
り
ま
す
｡

実
際
何
枚
も
措
-
こ
と
で
､
白
身

の
感
覚
と
し
て
自
然
に
身
に
付
い

て
い
き
ま
す
｡

皆
｢
絵
が
好
き
｣
と
い
う
共
通

･

.
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⊥

∴
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･
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1

･
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∵
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I

;

I

項
は
あ
り
ま
す
が
､
初
心
者
と
し

て
始
め
た
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
｡

定
年
後
'
趣
味
と
し
て
始
め
た
方
､

8
 
0
歳
か
ら
挑
戦
し
た
方
な
ど
､
年

齢
性
別
に
関
係
な
-
に
　
｢
こ
う
い

う
絵
を
描
い
て
み
た
い
な
｣
と
い

う
気
持
ち
さ
え
あ
れ
ば
'
い
つ
か

ら
で
も
'
ど
な
た
で
も
､
気
軽
に

始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

明
る
-
､
教
え
上
手
な
先
生
と

楽
し
く
に
ぎ
や
か
な
会
貞
が
集
ま
っ

て
い
る
の
で
'
毎
回
の
稽
古
は
と

て
も
楽
し
い
時
間
で
す
｡
墨
絵
の

み
な
ら
ず
人
生
の
先
輩
と
し
て
も

見
習
い
た
い
'
素
敵
な
会
員
の
方

が
多
い
の
も
魅
力
で
す
｡

3
月
5
日
'
6
日
に
は
文
化
セ

ン
タ
ー
で
　
｢
足
柄
上
合
同
墨
絵
展

示
会
｣
を
開
催
し
ま
す
｡
墨
絵
を

始
め
て
み
た
い
'
作
品
を
見
て
み

た
い
と
思
わ
れ
方
は
､
ぜ
ひ
見
学

し
に
お
い
で
く
だ
さ
い
｡

【
問
合
せ
･
サ
ー
ク
ル
情
報
】

●
会
費
　
月
千
円
､
道
具
代
な
ど

●
日
時
　
毎
月
第
1
･
3
火
曜
日

午
前
9
時
～
1
 
2
時

●
場
所
　
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

●
連
絡
先

生
涯
学
習
課
℡
8
 
3
-
7
0
2
1

※
会
員
に
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
の
で
､

活
動
日
に
ご
連
絡
-
だ
さ
い
｡

結

　

果

優

　

勝

準
優
勝

3

　

位

ク

優

　

勝

準
優
勝

3

　

位

ク

岩
本
･
九
本
組

鍵
和
田
(
≡
)
･
熊
沢
組

遠
藤
･
佐
藤
組

鍵
和
田
(
龍
)
･
安
藤
組

･
二
部

中
村
･
石
田
組

相
木
･
内
藤
組

鍵
和
田
(
圭
)
･
井
揮
組

渋
谷
･
相
原
組

･
出
場
選
手

-
区
　
渋
谷

2
区
　
竹
内

3
区
　
早
崎

4
区
　
松
本

5
区
　
藤
井

6
区
　
佐
藤

7
区
　
内
藤

鮭

　

果松
田
町
チ
ー
ム
3
 
3
位

(
タ
イ
ム
3
時
間
1
 
2
分
3
 
6
秒
)

減
　
摂
　
1
月
1
 
6
日
(
日
)

稀
　
漠
　
町
体
育
協
会

菱
　
潜
　
県
教
育
委
員
会
ほ
か

3
 
4
チ
ー
ム
3
7
4
名

(
敬
称
略
)

清
　
田
　
2
月
1
 
6
日
(
日
)

鷺
　
帝
　
秦
野
市
中
央
運
動
公
園

～
県
立
相
模
湖
公
園

(
7
区
間
､
5
 
1
5
k
m
)

帝

U

轟

(

｡

　

m

.

"

l
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西平畑公園の催し物
開　園　時　間　9:30-16:00

今月の休園日　7､8､14､22､23､28日

春の訪れ
しずく型に組んだ白のフラワーアシストに､春の訪れを感じさせる花をア

レンジします｡

3,500円(税込)

10時～ (水曜日のみ13時～)

毎週水･木･金曜日と5･13･19･27日

催　　し　　物

◆第66匡lミニたんけん日 9:30-ll:30

～シュロの葉でバッタをつくる｡

(会場)自然館(対象)小･中学生､一般

(申込み) 3月23日(水)までに､自邸舘(℡82-7345)へ､

参加者氏名･人数･電話番号をお知らせください(

◆今月の自然　～春を待つ樹木～

自然館の樹木の芽が､淡い春の光を受け膨らんでいます｡コブシや
モクレンの芽は､硬い表皮に綿毛の帽子を覆い開花の時を静かに待っ

ています｡他の樹木の芽も観察してください｡いろいろなことを教えてく

れます｡

催　　し　　物

第138回たぐらが劇場r春の調べ｣

伝統的な日本の楽器､尺八と三味線の
音色を楽しみましょう!

●曲目　春の海､楽しい雛まつり､

さくらさくら､花笠音頭ほか
出演:米苦会　若林武雄さん

ラクラククッキング｢クレープ風さくら餅｣

簡単にできるさくら餅､皆でチャレンジしよう!
指導:小津敬子さん　申込み:15人　材料費:100円

手づくり広場｢クラフトテープのボール作り｣

子どもの館で大人気!ちょっと難しいけど

頑張って作ってみましょう｡
指導:ハトイ　申込み:各回10人　材料費:looロ

ひな

館内に雛のつるし飾りを展示しています｡ (～4/3まで)

町民文化センタ-大ITt -ル催し物928B32_B72551

准 ���唏蕣B�章粟諒涼蛤点塞葵を㌻三三二 僮hｵhﾈ�+8�8�9?����� 倬r�

13 �?｢�ジェットライブコンサート 免ﾃ｣���無料 �5x4h6(6x8�487X��ﾗ8効醜橙�xC�2ﾓSC���

20 �?｢�県立西湘高校吹奏楽部 ��s｣���無料 侈yzy�ﾈ�8ﾘ(ﾕ｢�
第21回定期演奏会 劍xCCrﾓ#�s��

26 �7��国際交流.国際理解フォーラム ��3｣3��無料 (要入場券) ��h･Xｧx�擺�xC�2ﾓs�#��

27 �?｢�私立立花学園高校 ��3｣���無料 凛x扎ｧx���
軽音学部春季演奏会 劍xC�2ﾓ�����

30 ��R�私立立花学園高校吹奏楽部 ��3｣3��無料 凛x扎ｧx���
第4回定期演奏会 劍xC�2ﾓ�����

*内容･入場券等は､主催者に直接お問い合わせください｡

*主催者の都合により､内容が変更される場合がありますので御了承ください｡

*今月の休館日は､7･14･21･28日です｡来館には公共交通機関をご利用ください｡

腰#夢繰鷹

1皆さんは､小EE]急線小日原駅構内に展
示してある桜をご覧になりましたか｡
これは､ ｢まつだ桜まつり｣ PR活動の一

環として､樹高2.5メートルにおよぶ西平
畑公園の早咲き桜を､小田原を中心に精
力的ないけばな活動を行う御室流∴華務
職の杉崎宗雲氏､恵子･宗雲Jr.氏が活け
た作品です｡駅をご利用の際は､ぜひご覧
になってみてください｡

ト桜まつりの時期になると､朝の西平畑公園には
多くの可愛い来園者がやってきます｡きれいな桜
に誘われて､人だけでなくメジロもお花見?

(2月5日撮影)

桜まつりも3月6日(日)まで｡ぜひ､皆さんでお出
かけください｡

12月13E] (Ej)､ ｢第59匝】市町村対抗か

ながわ駅伝競走大会｣が開催され､秦野
市から相模湖町までの全7区間(5 1.5km)

を県内各市町の代表選手が駆け抜けました｡

(詳細は､本紙7ページ参照)

Ejごろの練習の成果を十分に発揮され
た選手の皆さん､お疲れ様でした｡

(コール地点の相模湖にて)

I-?_: t三三二庫野も中井町･大井臥松田ET)

晃モ三三_ ;一三二一-とこ;i_
秦野市､中井町､大井臥松田町では､広域行政の推進と地域の活性化に剛毛
た交流を行っています.その一環として､住民の皆さんに1市3時のイベントや公

共施設､地域情報などを紹介しています｡

舎桓訓ま､案野市で行われる交通社会実験についてお知らせします｡

秦野駅北0周辺で､一方通行実執秦野制
3月1 5日(火)から1 9日(士)までの間､秦野駅北口周辺の水無川両

岸にある道路で､一方通行の実験を行います(通行方法は地図のとおり) 0

この実験は､交通の流れを変えることで､車や歩行者､自転車が通行しや

すくするために行うものです｡また､交通事故を減少できるか検証します｡

秦野橋北側交差点から平成橋北側交差点に向かうルートと､平成橋南
交差点から秦野橋南交差点に向かうルートで､いずれも二車線ですo路
線バスの通行ルートは変わりません｡
通勤や通学､買い物などで駅周辺を通行される皆さんには不便をお
掛けしますが､ご協力お願いします｡

_晦.乗慧禦. 
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実施区域
期　　間

内　　容

秦野橋から平成橋までの水無川両岸道路
3月15日(火)午前6時～1 9日(土)午前6時

①東向き(水無川の上流から下流方面へは一方通行)

秦野橋北側交差点　-　平成橋交差点

②西向き(水無J l Iの下流から上流方面へは一方通行)

秦野橋南側交差点　-　平成橋南交差点
※秦野駅北口へは､水無川下流から駅入口交差点を左折してください0

【問合せ】秦野市都市計画課　℡0463-82-51 1 1

●編集･発行　松田町総務部企画財政課　薗258-8585枚田町松田惣領2037番地℡83-1222　町HPアドレスhttp=//town.matsuda.kanagawa.jp/
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